
常生活でも気をつけるべき感染症とHPに資料がありますのでこちらをご参照ください。

https://www.ncchd.go.jp/hospital/about/section/special/for_recipient.pdf

　内服薬：バルトレックス60mg/kg/day，最大量3000mg/day  

　内服期間：最終接触日から14日まで

　また、感染したり、感染を疑う症状があった場合、水痘を発症した人と接触した場合、定

期外来の受診について必ず電話で確認してください。 

　

発熱時の対応

※�免疫抑制剤内服前に38度以上の高熱がある場合は、免疫抑制剤だけ内服をせず、他の内

服薬は内服して下さい。 

　�連続４回まで免疫抑制剤の内服をしないで様子を見ることができますが年齢や状態に応じ

て個別対応が必要な可能性があります。医師・コーディネーターまでご相談ください。

 

③ 予防接種

　予防接種は移植後、患者さんの状態に合わせて行います。免疫抑制剤の薬の量によって

『予防接種が出来る時期』『受けることが出来る予防接種の種類』が異なります。 

　移植後1年経過時に感染症科でワクチン外来を受診できます。詳細はP35(4)ワクチンの項

目をご参照ください。

　外来受診時には必ず母子手帳を持参してください。 

　予防接種は必ず移植外科医師もしくは感染症科医師にご相談の上、接種してください。 

 

★�インフルエンザワクチンは移植後6ヶ月経過し、肝機能が安定している場合に検討しま

す。 

★不活化ワクチンは移植後1年経過し肝機能が安定している場合、接種を検討します。 

★�生ワクチンは移植後2年経過し肝機能が安定し免疫抑制剤が1剤になっている場合、接

種を検討します。 

 

　上記目安ですので、ワクチン接種の際には医師へ確認が必要です。 

　家族全員がワクチンで防げる病気にかからないようにしましょう。 

④内服薬 

　移植手術後に患者さんは何種類かのお薬を内服します。

　退院前に薬剤師から薬剤指導があります。

　退院後も薬について不明なこと、不安なことがありましたら、薬剤師・医師に相談・確認

をするようにしてください。 

〔薬を吐いてしまった時〕 

　嘔吐などで薬を吐いたのが30分以内だったらもう一度飲ませます。 

　それ以上の時間が経過していた場合には、再度内服をする必要はありません。 

　嘔吐などで内服できない状態が続く場合は、救急外来を受診するようにしてください。
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